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人 間 学 専 攻（修士課程）

英語教育専攻（修士課程）

文学研究科

■修了要件および履修方法
（1）「アカデミック・リテラシー」「人間学研究」「研究指導Ⅰ」「研究指導Ⅱ」を修得すること（必修）。
（2）前記第（１）項の要件をみたし合計30単位以上を修得し、かつ修士論文を提出し審査および最終試験に合格すること。
（3）他研究科・他専攻の科目を履修する場合は、履修登録前に所属専攻の教務担当を通し、文学研究科会および開講研究科

研究科会の承認を得ること。その修得単位は、修了要件単位に含むことができる。

※平成30年度の開講期については変更になる場合があります。各研究科の授業時間割に従って履修してください。
※教育職員免許状（専修）取得希望者は、「教職科目」3科目（合計6単位）を必ず履修してください。

○は開講期　　＊は教育職員免許状（専修）取得にかかわる科目

1 文学研究科 人間学専攻 修士課程　教育課程表

専門科目

導入科目

実践科目

研究科目

大学院
共通科目

教職科目

アカデミック・リテラシー

ELF 500

人間学研究＊

現代社会研究＊

思想文化研究＊

思想文化演習＊

西洋思想史研究＊

表象文化研究＊

社会倫理学研究＊

応用倫理学演習＊

倫理思想史研究＊

現代倫理学研究＊

認知行動研究＊

認知行動演習＊

認知論史研究＊

人間行動学研究＊

ニューロエシックス研究＊

プレサービス・スタディーズ Ａ

プレサービス・スタディーズ Ｂ

研究指導Ⅰ

研究指導Ⅱ

研究者倫理

統　計

全人教育研究

Research Presentation

インターンシップ 500～599

教育内容・方法学研究＊

教育制度学研究＊

教育実践学研究＊
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科　　目　　名 単位数
春 秋 春 秋
平成29年度 平成30年度

開　講　年　度
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28   人間の営みを分析していく研究方法として、人間の意識や行動を数値化して検討す

る量的研究がある。具体的には、研究仮説の立て方、仮説に対応したデータの収集の
仕方、データの数値化とデータに対する統計処理の仕方、また研究目的や仮説の観点
から統計処理の結果を解釈・考察する仕方、論文への記載の仕方、などを本科目で
扱っていく。本科目を通して、論文を作成する際に必要な量的研究の基礎的知識を獲
得し、各自が研究を効果的に遂行できるようにする。また、他者の研究についても批
判的に検討することができるようにする。

ELF 500 This course is designed to develop students’ academic literacy in 
English. Students are expected to acquire skills necessary for academic 
presentations as well as writing in their areas of specialty.
It is primarily designed for 1st year graduate students of Humanities, 
although graduate students in other disciplines as well as qualified 
undergraduate students may enroll with permission.

　「人間とは何か？」という問いは、古くて新しい問いである。
　古来から、「人間」については探究のテーマとされてきたが、近代にいたって「人間」
はあらゆる人文科学の準拠点とされた。こうした変化が何を意味するのか、またいか
にして生じたのかが問い直されなくてはならない。
　しかし、現代では、こうした中心化された人間学は、諸科学の発展によって分散化し、
多様な人間学が構想され始めている。これは、現代における人間の地位にも関連して
いる。この講義では、現代における人間学の知見を解明することによって、人間の現
代的な状況を理解する。

　現代社会の諸相や政策を多様な角度から分析する。取り上げるテーマは、現代の社
会力学および社会倫理、現代と人間を取り巻く課題（宗教・政治など）、現代の教育課
題および教育政策、現代社会における言語と文化、現代社会と研究倫理である。
主なテーマは

（1）現代の社会力学および社会倫理
（2）現代の人間を取り巻く課題（宗教・政治など）
（3）現代の教育課題および教育政策
（4）現代社会における言語と文化
（ 5 ）現代社会と研究倫理

　古くは中国から学び、明治以降は積極的に欧米から学問を移入し、今日を迎えた日
本において、「思想」とは何か、「文化」とは何かについて考え、グローバル化が進行
しつつある現代社会における「思想」および「文化」の未来について展望する。
　多様な世界および文化圏が混ざり合っていく中で、「思想」と「文化」がどのように
形成されてきたのかについて歴史的・哲学的に理解を深める。授業は主として講義お
よび討議によって理解を深めていく。

　「思想」とは何か、「文化」とは何かについて、文献講読を手がかりに参加者間で討
議を積み重ねることを通じて考えるとともに、思想としての「人間」、文化としての「人
間」について考察する。
　今年度は18世紀ドイツ近代の「人間」観を取り上げることとし、カントの『実用的
見地における人間学』に認められる「人間」、中でも認識能力の項の精読をもとに浮き
彫りとなる「人間」について理解を深める。
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3 講義内容2 文学研究科 人間学専攻 修士課程の概要イメージ図
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科　目　名 講　義　内　容単位数

アカデミック・リテラシー
Academic Literacy

ELF 500
ELF 500

人間学研究
Studies in Humanity

現代社会研究
Studies in Contemporary Society

思想文化研究
Studies in Culture and Thought

思想文化演習
Seminar in Culture and Thought

アカデミック・リテラシー
 （2単位）

プレサービス・スタディーズＡ
 （1単位）

プレサービス・スタディーズＢ
 （1単位）

（ 必　修 ）

ELF 500
 （2単位）

（ 選　択 ）

導入科目

研究指導Ⅰ
 （2単位）

研究指導Ⅱ
 （2単位）

研究科目（必修）

専門科目

（ 必　修 ）

人間学研究
 （2単位）

実践科目（選択）

認知行動研究
（各2単位）

•認知行動研究
•認知行動演習
•認知論史研究
•人間行動学研究
•ニューロエシックス研究

社会倫理研究
（各2単位）

•現代社会研究
•社会倫理学研究
•応用倫理学演習
•倫理思想史研究
•現代倫理学研究

思想文化研究
（各2単位）

•思想文化研究
•思想文化演習
•西洋思想史研究
•表象文化研究
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